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病気の診断・予防

戸
獣医学部助教授佐藤 博

10数年前のことである。田舎の義父がどうも直腸癌に見舞われたらしい早期処置を，と

いう義母からの連絡である。義母の判断では，義父に血便があった，というのである。癌の

「早期発見」が漸く巷に行渡った頃である。早速，用事を作って，蕊父を札I幌に呼んだ。勿論

義父には札幌に呼ばれたほんとのところは判らなかったらしい（が，それはどうでもよいこと

であったようだ。孫の顔が見れるので)。

義父の様子には別に異‘常があるようには見えない。そんなことだから，癌の専門医のとこ

ろへ連れて行く理由が見付からない。困り果てた私は義父に，「鼓近血便があった,と義母が見

ているようだ。直腸癌になったのではないかと言っている。専門医に診て貰って，癌ではない

という診断を貰って安心した方がよいのでないか｡」と直裁に話して見た。何の抵抗もなく，義

父を札幌のある大病院に連れて行くことが出来た。専門医に向けた主訴は，「直腸癌を持って

いるのではないか｡」であった。これに対する医師の診断は，「現時点では直腸癌の徴候は見出

せない。が，直腸に癌の芽生えが絶対にないと診断することは至難である｡」であった。診

断に当っては，医師もかなり困り果てていた様子だった。病気の芽生えを適確に捉えるなどと

いうことはどだい非常に困難な話である。証明に詰まる主訴をしてしまったものである。今以
て，その医師に申訳無く,思っている。

昨年春，附属図書館3階一般閲覧室の利用時間が4時間短縮された。午後9時迄が午後5

時迄になったのである。時恰も道庁爆破事件があった頃であるO詰まる所，図書館職員数が不

足で，この時間，図書館管理が充分行届かない，ということのようだ。一般閲覧室利用の学生

にとって見れば，この処置は大層痛かったようである。彼等は，図書館委員の私のところにも
一度ならず鋤れ，時間短縮の不当を訴えた。その際，私は彼等に大変酷な問題を提示してし

まった。その|川越というのは，「道庁|爆破のような虞れが北大にもあるのではないか,という意

見に対して，ないのだとするなら，その根拠が必要になるのではないか｡」なのである。「……

虞れがあるのではないか｡」の申立てに下される診断は、「……絶体に安全であるとは断言出来

ない｡」となる筈である。「安全」であるとする根拠を示すことは至難の業であるから。何とも
はや，後味の悪い話合いではあった。今に至って尚この後味は私から消えていない。彼等に申

訳無く思っている。

褒父は今年78歳，老衰とみに目立つが，この10数年，幸い少なくとも直腸癌には見舞わ

れずに生きて来た。これといった予防法を教わったわけでもなし，講じたわけでもない。義父

は，これから後に，直腸かどこかの癌に見舞われないかも知れないし，見舞われるかも知れな

い。全く予測出来ないことなのである。どのように予防すれば,それに見舞われずに済むのか。

予防法が時代と共に変るのであれば，その時代に最良とされる予防法に頼るしか手がないのか

も知れない。病気の診断も，予防も，何とも至難なことではある。

戸
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◆ 会議

第81回図書館委員会

くとき昭和52年1月24日（月）＞

＜ところ附属図苔館会議室＞

1．理系必須共通図書購入に関する建議について

2．報告事項

3．その他

第82回図書館委員会

くとき昭和52年3月7日（月）＞

＜ところ附属図誉館会議室＞

1．必須共通図書購入に関すること

2．報告事項

3．その他

第83回図書館委員会

くとき昭和52年4月30日（士)＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．逐次刊行物について

2．報告事項

3．その他

第51回教養分館委貝会

くとき昭和52年1月20日（木）＞

＜ところ教養分館長室＞

1．学生用図書購入費について

2．教養分館の臨時休館について

3．その他

全学図書(担当)掛長連絡会議

くとき昭和52年3月11日（金）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．学術雑誌総合目録自然科学欧文編の第3次データについて

2．1976年度外国雑誌(前金払)概算戻入額について

3．逐次刊行物のリストについて

4．その他

国立大学図書館協議会

図書館機械化調査研究班第3回全国会議

くとぎ昭和52年3月24日（木）＞

＜ところ東京大学総合図苔館＞

樵 蔭

標記会議は，東京大学図書館長をはじめ全国国立大学区I蕎館の部課長，事務長等33名が出席し開催さ豹

た，本会議の主査である千葉大学附属図書館田辺事務部長から開会の辞及び詳細な経過報告がされた。

なお，凶悪館機械化報告としては，蜜料提出館が順次什館の機樋並びにシステム等の説りl及び今後の計薩

について述べられ，また常任委員から各々報告がなされた。

つづいて議事に移り「日本MARCの状況について」の報告，大学図自書館における機械化の問題点及び折

言等について討議された。

本館からは，閲覧課坪田第一運用掛長，整理課学術|鱗&演料掛悩川]|端官がM'J'r「外国雑誌購入業務処瑠

システム」（中間報告）について説明を行なった。

（400）

、

勺



No.44
一
叩
一
一
一
函
一

◆ 研修

外国雑誌業務担当者連絡会議について

A-~

世茸 川 郁夫

図:菖館業務の多様化が進むhにあって，学術1,'i報の処JMについては迅逃，正確が求められている現状にあ

ります。本学図,1櫛;では|昨年8)1慾哩課に「学術情報資料掛」を設置し学術情報の提供，管理等の処理に当っ

て来ておりますが,'4'でも外|劇雑!捲に関する業傍については，前号で紹介した様な電算化の実施計1曲iを立てM

業務の徹底を期しているところであります。これを機会に全学担当者と連けいを密にし，業務の適正化を計る

目的をもって去る2月2日～4日まで全学から約20名が出席し第1回の連絡会議を開催いたしました。

本会議は，別掲のH程，内容に見られる様に研修的な性格をかなり有する形態になりましたが，最初の試

みにも拘らず油発な意I1の交換が行なわれ，次の7mについてlilj題が提起されました。

1．納入言要仙こ雄づく入荷の仙漁について

2．欠号捕充について

3.戻人後の処置について

4．郵便局に保衿されている配達不能の外国雑誌の確認について

5．後金支払等に伴う外貨の確!漁方法について

6．クレームの確淵,熱こついて

7．2カ国以上の通貨についての雌1沼方法とその処置について

これらの問題については，外|到雑i誌検討小委員会等で検討され適切な処理をされることを期待します。

なお，今後更に担当者連絡会磯をIKね業務の充実を期したいと考えています。

本会議開催に|祭し，関係各位のご協力をいただき所期の成果を挙げ得ましたことを感謝いたします。

（盤理課学術情報資料掛）

〃

13：0013：3015：0015：3017：00

"細凧隻卜'鰯雲割蒙章節と条件T--JJ弓J三J－－第1日,体けい噌耀毒碍僅川)
｜電算処理業務について；精算業務について〃』第2日

2月3日（木）’｜その他（小笠原）（諏訪田）

第3H』〃皿事例研究｜蕊瀧｜事例研究2月4日（金）！

戸
図書館業務機械化についての講演会開催される

去る3月29R(火）図苫館哩期大学桜jr-宜隆教授の来館を機に，“図普目録業務の機械化一MARCと

OCLC-"と題して約2wm¥に亘り,伽峻を開催した。受,淵者は学内図自書館職員約50名が参加した。識演要

届ば,MARCHは'1EWI算機の利Illの"J"能lfkが

現実化して急速に苑逃してきたなどから始まっ

て，その背餓となったI笹史的経過と機械化される

まで,OCLC(OhioCollegeLibraryCenter)

のオンラインシステム並びにMARCIIとの関

〕町，図濁鮒職幽の教育及び慾,敵のllllI値など啓’家的

なお稲など，-そしてMAI〈CIIﾃｰは1980年

代に凍紡されディスプレー(二よって利Ⅱjされるこ

とになるという内容の｜稗演であった。そのあと'蘭

疑応符が吃0.盛会禅Iri↑1会し/ご◎

(401）
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国際標準逐次刊行物番号の(ISSN)登録について

このことについて，国立国会図書館連絡部国際協力課の川添主査から協力呼びかけがあ

り，本学でこの取扱いについてどうすべきかを全学図書掛長会議を開催し検討を行なった。

その結果，今後図書館整理課学術情報資料掛が全学で発行される逐次刊行物のISSN登録

に関する事務手続をすることになヴました。

ただちに，実態調査いたしましたところ，既に登録完了しているものが全学合せて28件，

又未登録逐次刊行物15点あることが確認されました。従ってこのたび学術‘情報資料掛では全

学の協力を得て資料の提出を願い，昭和52年1月29日付海大図第49号をもって登録申請い

たしましたところ，下記のとおり登録認可されISSN通知書が送付されてきましたのでお知ら

せします。

今後このような全学協力のもとで，円滑な登録を計りたいと思いますし，このことによっ

て世界の数十万種に及ぶ膨大な'情報の適切な処理・利用に大いに役立つことを期待するととも

に，このたびの厚意に対し感謝いたします。

二→

記

1.1SSN新規登録認可番号

(1)ISSN0385-5953HokudaiHogakuRonshu.

北大法学論集

(2)ISSN0385-5961NokeiRonso.

農経論叢

(3)ISSN0385-602XHokkaidoDaigakuKogakubuKenkyuHokoku.

北海道大学工学部研究報告

(4)ISSN0385-6038JinbunKagakuRonshu.

人文科学論集

(5)ISSN0385-6046HoppoBunkaKenkyu

北方文化研究

(6)ISSN0385-6054ScientificPapersoftheInstituteofAlgologicalResearch,

FacultyofScience,HokkaidoUniversity.

(7)ISSN0385-6062HokkaidoDaigakuNogakubuFuzokuNojoHokoku.

北海道大学農学部附属農場報告

(8)ISSN0385-6070HokkaidoDaigakuKyoikuGakubuSangyoKyoikuKeikaku

KenkyuShisetsuKenkyuHokokusho.

北海道大学教育学部産業教育計画研究施設研究報告書

(9)ISSN0385-6089HokkaidoUniversityMedicalLibrarySeries.

(10)ISSN0433-0986HokkaidoDaigakuGaikokugo,GaikokuBungakuKenkyu.

北海道大学外国語，外国文学研究

(11)ISSN0439-349XPublicationsfromtheAkkeshiMarineBiologicalStation,

HokkaidoUniversity.

(12)ISSN0441-067XJournaloftheFacultyofScience,HokkaidoUniversity.

SeriesVII.Geophysics.

（402）

、

、



No．44 －
０

(13)ISSN0441-741C

14)ISSN0451-626E

HokudaiEconomicPapers.

KeizaigakuKenkyu(Sapporo)

経済学研究

HokkaidoDaigakuNogakubuFuzokuBokujoKenkyuHokoku.

HokkaidoDaigakuNogakubuNojoKenkyuHokoku.

(15)ISSN0385-609';

(16)ISSN0385-644̂

2・申請件数

〆

※9部局16件認可

附属図書館受入掛スタッフマニュアルの作成を試みて

桜庭’値弥

図書館に於ける資料の受入柊理業務は「技術的奉仕」ともいわれ，図書館サービスの準備

作業の最初の段階であると一般的に考えられている。

このスタッフマニュアルもサービスの前段階であるとの考えに沿って，受入掛における資

料の選択，発注，受入，登録作業のプロセスを梗概化してみたものである。従来よりマニュア

ル作成の動きはあったが、法学部図書掛と統合したこともあり，’珂者の受入業務の統一と標準

化を計らねばならぬ状況とも相侯って，早急にマニュアルの作成にとりかかったのである。担

当者相互の一年あまりにおよぶ討論の積承重さねと試行錯誤の末，ようやくマニュアルの体裁

をととのえることができた。

作成目的としては，二つの異った作業システムを一つの流れにし，その合理化を計ること

であり，又一つには，受入業務の全体を概観できるようにすることにあった。更に，担当者が

日常業務の道しるべとすることができるようなものをと考えた。

作業の概略を大まかにいえば，現在まで引継がれてきた業務記録および処理様式(書式)の

収集と，それらの組立，さらに言葉による具体的な表現であった。

このマニュアルの体系は，

CI]発注受入業務(8項目）

〔皿〕図書の支払業?務（14項目）

〔Ⅲ〕登録業務（7項目）

（403）
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〔Ⅳ〕統計業務（2項目）

醤式(図）（56枚）

資料（17件）

といった簡単な骨組みになっており，各々の小項目の説明は初めて業務にあたる職員に対して

の手引書ともなるよう配慮したつもりである。しかし，これらの作業を通して我々が日常当面

している業務の増大，渋滞等といったことの50％近くは問題解決のプロセスをもたないこと

に起因するのではないかと考えられたことである。つぎには掛相互間の系統的な伝達様式の不

足，極言すれば欠除という二重のアクシデントによるものだとの推測がなされたことである。

いわば，：器なしに水を飲もうとあがいているようなものではないかとの反省である。

こうした観点から，より完成されたマニュアルを得るための今後の課題として，文字によ

るものよりは，マニュアルの視覚化もっとつめていえば様式(書式)を中心にしたものに切り

替えた方がより現実的で有効であるということが考えられる。機械器具の使用法というものの

ほとんどが図解的であるのは，指示が視覚的，かつ直接的で，一様に理解されることを前提に

しているからであろう。デール(DaleE.)の「言葉はシンボルであるが，解釈により対象と結

合されないで言葉をことばとして独立させておいたのではなんの意味もないことになる」との

考えに即していえば「直接的目的的体験」のしやすいマニュアルの方が，業務処理とその改善

は一層行いやすいと思われるからである。

ともあれ，こうした試行錯誤は実際に業務を担当する我々にとって，きわめて意義あるこ

とであった。（なおこのマニュアルは未定稿であることを，お断りしておきます）

整理課受入掛

（桜庭氏は，4月1日付室蘭工業大学附属図書館整理係長に栄転されました｡）

、

本館一部改修工事について

数年来の懸案:事項となっていた本館閲覧室南側窓，入口ドア，等の改修工事が2月下旬か

ら約1カ月の工程で行なわれた。懸念された利用者に対する影響も工程を各階毎に別ける工程

を組承，また開架図書のインスペクションの時期と重なるなどして最少限に抑えることが出

来た。

同時に身体障害者用施設の一部として玄関入口に「自動ドア」を設置した。なお他の関連

施設についても目下要求中である。

その他，閲覧室のカーテン取替え，畦の補修等内装面も徐々にではあるが10年間の垢を

落しイメージチェンジをはかるため鋭意努力を重ねている。 整理課総務掛

旬

昭和51年度学部共通図書購入リスト
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CepHHTeoaorHH.(USR)CTK]
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一lllIi-川11-

資料紹介
一IIll11-III1I-

昭和51年度特別図書購入費で購入した図書1

AetasKantiana.Vol、16,28,36,51,55,59,87(3vols),124,129,

142/143,184,205,207a,218(2vols),221(3vols),223,283

(6vols),289,291,234,236,255,272(3vols),228.

（力ン卜の時代）

本書はカントと同時代に活躍した思想家たちの，しかも各地に散ってしまった原典を一同

に集めた大叢書である。一昨年，昨年と引続いて購入したもので，今回で文学部所蔵分と併せ

て全巻揃うことになる。なお本誌39号と41号に紹介記事を掲載しているので参照されたい。

AsiaMajor(付Islamica)

本雑誌は，極東，中央アジアの言語，学芸，文化の研究のための有名な国際的学術雑誌て

あり,BrunoSchindlerとFriedrichWellerによって編集され,1924年から1935年の間に

10巻がドイツ、ライプツィヒから刊行された。寄稿者は多彩で,E.Haenisch,E.Hauer,W

Fuchsその他のドイツの学者のほか，スエーデンのB.Karlgred,フランスのP.Pelliot,'、

ンガリーのL.Ligeti,ロシヤのW.Barthold,また当時まだロシヤのN.Poppeなど多くα

碩学,著名学者の名がゑえる。また日本学ではE.E.FlorenzやH.Zachertの名も承える。多

くの貴重な論文をおさめるほか，各号数多くの書評が載っている。

また，本誌には別冊付録として，イスラム諸民族の言語，学芸，文化の専門雑誌Islamic;

(第1巻{1925年}－第6巻，第7巻第1冊{1935年})がついている。検索の際見落されぬよう徒

注意願いたい。

今回購入本はリプリント版であるが，なおAsiaMajorの戦後のNewSeriesは文学部て

購入してある。

BeitragezurGeschichtederDeutschenSpracheund

LiteraturAusg・Hrlle・Bd、72/83,73,

76/＃1，1，78/#3，83，85－76，92－94．

（ドイツ語およびドイツ文学の歴史への寄与）

昨年度特別図書費で購入した資料（本誌41号に掲載）であるが，今回で前回の欠落分を補

充することができ，1巻より94巻まで揃うことができた。これによって本学のドイツ語学・文

学研究に大きく寄与することになろう。
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Mind:AQuarterlyReviewofPsychologyand

Philosophy・Vol、1-16(1876-1891)

英国における哲学と心理学にかんする雑誌であり,oldseriesとnewseriesにわかれてい

る。newseriesになってからは，哲学関係の論文が中心であり，現在では純粋な哲学研究誌と

いってよい。

特に，1920年代にG.E.Mooreを中心とした分析哲学者が数多く寄稿するようになって

からは，英国の代表的な哲学雑誌として世界的にも権威あるものになった。論理学・分析哲学

関係の諸論文だけではなく，ギリシア哲学関係の論文も数多く掲載されており，その方面でも

不可欠のものである。また,書評もその質の高さにおいてこの種の雑誌のなかでも定評がある。

SpracheundDichtung;ForschungenzurLinguistik

undLiteraturwissenschaft(1910-1953)
、

本資料は，スイスのベルン大学教授Dr.HarryMayncと同大学教授Dr.S.Singerによっ

て1910年に発行されたモノグラフィーの双書で，テュービンケンのJ.C.B.Mohr出版社につ

づきPaulHaupt出版社から出版されているものである。購入した物はリヒテンシュタインの

クラウス・リプリント社からのプリント版で，第一巻から第76巻まで製本ずみ。第77巻欠。

第79巻（1953年）まで購入されている。標題『言語と文字』，副題「言語学と文芸学の研究」

とあるが，当時としてはめずらしくLingnistik(言語学)ということばが用いられたが，のちに

第24巻から,Sprach-undLiteraturwissenschaftに変った。

本書の内容は主としてベルン大学の哲学部学位請求論文で，ドイツ語学・文学に関するも

の，とくにスイス文学に関するものが多く見受けられる。現代の文学理論，作家論，物語り論，

中世文学，ドイツ語学論文等々，興味ある論文ばかりである。この種の資料はなかなか得難い

ものなので，大変ありがたい。最後の巻をみると，第73巻『ドストエフスキーとフランツヴェ

ルフェル』，第74巻『ケーテ以降のドイツのハムレット像』，第74巻『ツルケーネフのゲーテ

像』，第79巻『古典と古典主義』となっている。これは編集者として加ったF.Strich教授の

影響のあらわれであるかも知れない。

、近代中国史料叢刊

沈雲龍主編文海出版社

近代中国に関する史料（外交･戦争･反乱･鎮圧の記録,大官僚･士大夫の奏議･詩文･書簡･日

記・年譜・回憶録・等々）のうち，基本的で比較的小冊のものを蒐集して影印したものである。

第一輯～第八○輯，800冊はすでに購入ずゑ，今回,第八一輯～第百輯，200冊を購入した。

沈雲龍主編「明人文集叢刊」第1期全84冊

台北国立中央図書館所蔵の明刊本の諸家の文集は相当多数にのぼる。中には天下の孤本も

数多く貴重な文化財とされるが，本叢刊はその中29種を精選して影印したもので，生卒年不

詳者を除き編著者の小伝を各書に付載してある。内容は，①皇明名臣碗瑛録54巻徐紘編嘉靖

30年刊，②西隠文稿10巻宋納撰万暦6年刊，③金文靖公集10巻金善撰成化4年刊，④楊文

敏公集25巻楊栄撰正徳10年重刊，⑤王端毅公文集11巻王恕撰嘉靖31年刊，⑥韓妻毅公家

Q
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蔵文集15巻韓潅撰到渓草堂刊，⑦蕊陽王妻敏公集4巻王越撰万暦13年刊，⑧謝文荘公集6

巻謝一蕊撰嘉靖41年刊，⑨撤丘文集34巻何喬新撰嘉靖元年刊，⑩徐文靖公謙斎文録4巻徐

淳撰嘉靖8年刊，⑪彰文思公文集11巻彰華撰弘治16年刊，⑫二老清風5巻陶瑛撰崇禎間刊，

⑬虚斎蕊先生文集5巻察清撰正徳16年刊，⑭長松書堂遣集5巻楊循吉撰抄本，⑮太保費文憲

公摘稿20巻費宏撰嘉靖34年刊，⑯鄭山斎先生文集24巻鄭岳撰万暦19年刊，⑰皇明献実40

巻衰表(永之)撰紗本，⑬塊野先生在笥稿38巻王維禎撰力暦34年刊，⑲衰文栄公文集10巻衰

偉撰万暦元年刊，⑳歌天台先生文集20巻歌定向撰万暦26年刊，⑳碩輔宝鑑20巻不著人撰藍

格抄本，⑳算州山人続稿207巻王世貞撰崇禎間刊，⑳朱文誌公文集12巻朱凄撰天啓間刊，⑳

披垣人鑑16巻講彦撰万暦間刊，⑳東越祉学録16巻周汝登撰万暦33年刊，⑳北海集46巻漏

埼撰万暦末年刊，⑳王喉山先生集27巻王衡撰万暦33年刊，⑳李文節集28巻李廷機撰崇禎間

刊，⑳噸真草堂集50巻顧起元撰万暦42年刊。（台北文海出版1972刊）

台北国立中央図書館蔵「敦耀巻子」全6冊

台北の敦煙写本全144点のすべてを写真版(A52段）で収めたもので，公称百部限定の大

冊である。巻頭に呉基皇氏（フランス国立科学研究センター研究員在パリ）の序を付す。台北

本は戦時中及び戦後に上海等で購入されたもので，箸名な蒐集家李盛鐸の旧蔵品が主である。

李盛鐸旧蔵といわれるものには贋品の疑あるものが少くないとされるが，呉氏はその点にも

はっきりと触れつつ進んで真品と信ぜられる優品をあげてその根拠を示し「蓋し真を誤って偽

となす害は大で，偽を誤って真となす害は小さい。且つ写真版が出揃えば必ず比較鑑定が容易

となる」とも述べられる。内容は少数の道経典・変文を含むが殆んど仏典。先にスタイン本の

マイクロ焼付と北京本のマイクロ焼付およびファクレミリ版を揃えた本館に又一つ資料を加え

たわけで，個人集収のペリオ本，レニングラード本マイクロを合せればまだ不充分ながら北大

での敦煙写本資料の基礎は一応できたといえる。

(B41284葉，石門図書公司,1976年刊952/Ton/163529-35)

改訂増補日本大蔵経第71～85,87,88,92～49巻

本書は日本において選述された仏教書の集大成であり，一昨年，昨年と引続き購入したも

ので，今回上記の巻が備えられた。内容については，本誌39号に詳しく紹介されているので

割愛させていただく。尚，近い将来残りの巻を含めて全100巻が完備されることになろう。

ChildhoodEducation:Vols、1-511925-1975

（幼児教育）

本誌は1925年国際幼稚園連盟(TheInternationalKindergartenUnion)によって創刊さ

れ，その後国際児童期教育協会(AssociationforChildhoodEducationInternational)に引き

継がれ続刊されている幼児期・児童期教育の総合雑誌である。教育現場の活き活きとした動き

がよく理解でき，また世界各国からの‘情報が集められているため，幼児教育の世界的動向を知

る上で有益である。1920年代の中国やハワイにおける幼稚園教育の実'情報告などは，史的探究
の好奇心も満足させてくれる。

教育の諸問題が，とりわけ幼児教育の問題が世界的に再検討されようとしている現時点に

あって，この資料のもつ価値はことさらに大きいといってよかろう。
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GreatBritain.TheCommissiononIndustrialRelations:

Reports(No．1-90)．(H.M.S.O.,London)

（イギリス労使関係委員会報告集）

愉蔭

本資料は，1968年6月の「ドノヴァン報告」(DonovanReport)の提言にもとづき，第2

次労働党内閣の手で翌69年3月に創設された「労使関係委員会」(CIR)が，その発足の年から

74年にいたる5年間に刊行した90冊に及ぶ全報告書のリプリント集である。イギリスでは，

60年代の後半期から非公認ストの激発，ショップ･スチュアード運動の高揚,TUC内における

共産党員を含む左派の進出などに象徴される労働運動の急進化傾向が目立ってきたが，「社会

契約」という形で新しい所得改策の実施を意図していた労働党主流は，こうした情勢に対応し

て企業レベルにおける団体交渉システムの改造の方途をさく･ることによって労使関係の安定化

をはかることをねらいとしてCIRという新機構を創設したのである。こうして発足した「労

使関係委員会」(CIR)は，学界をはじめとした各界の専門家たちの協力を得て，手堅い実証研

究を精力的に行ない職場・企業レベルにおけるイギリス労使関係の塊状と|柵題点を究明した

報告書を相次いで刊行したのである。こうした貴重なリサーチの成果が収録されている本資料

は，たんにイギリス労使関係研究者ばかりでなく，現代労働問題に関心を持つ多くの研究者に

とって，有益な示唆を与える研究資料であると言ってよかろう。

Vorwarts:ZentralorganderSozialdemokratischenPartei

Deutschlands、1922-1923(Microfilmin6Reels)

（前進）

SPD(ドイツ社会民主党)の機関紙（日刊)。SPDはドイツでもっとも古く，かつ今日は与

党の地位を占める最大の労働党であるのみならず，国際労働運動においても最大の影響力を

持っている。Vorwartsは従ってたんにドイツ労働運動史上の最重要の資料であるばかりでな

く，かつ国際・国内改治上の重要な資料となっている。1922～1923年は戦後危機期の安定期へ

の転換の時期であり，1914～1945年の時期を理解するために欠くことのできぬ資料を本紙は提

供している。

労働省職業安定局『労働市場年報』昭和23年～45年

本資料は，昭和23年以降毎年，労働省職業安定局から刊行されている業務統計であるが，

大別すると労働者を雇い入れようとする事業主による求人申込状況，雇用先を探している求職

者の求職申込状況，求人と求職との結合状況などをつうじて労働力の需給状況を把握する職業

紹介業務統計と，失業保険の適用状況，被保険者資格の取得ならびに喪失状況，および保険金

受給状況などをつうじて顕在失業の動向を把握する失業保険業務統計とに分れる。本資料はシ

このように公共職業安定所の窓口からゑた業務統計という制約があるとはいえ、時:系列的に労

働市場の動向を把握することのできるという点で，戦後の労働問題研究にとって不可欠な統計

資料とされている。なお，昭和23年から45年まで20余冊の年報を所蔵しているのは，北海

道内では本館の承であることを付言しておく。

註：紙数の都合で今回掲載されなかった図書については，次号に掲載する予定ですのでご了承下さい。
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◇人事往来◇

新図書館委員

森和夫（事務局長）52．4．1

突方『兼二（法学部教授）〃

荒又重雄（経済学部教授）〃

須貝丘新太郎（理学部教授）〃

若松武（薬学部助教授）〃

小野延雄（低温研教授）〃

横沢弥三郎（応電研教授）〃

関川勲（免研疫助教授）〃

奥山次良（文学部教授）52．5．19

昇任

茂整理課総務掛庶務主任（人事課第二給与掛）水 口52．4．1

転任

堅田政孝閲覧課第二運用掛長（室蘭工業大学附属図書館整理係長）52．4．1

配置換

高橋裕整理課受入掛長（教養分館閲覧掛長）52．4．1

田中一郎整理課学術情報資料掛長（整理課受入掛長）〃

船木敏美教養分館閲覧掛長（医学部図書整理掛長）〃

山下洋一整理課受入掛（工学部図書掛）〃

笹川郁夫整理課受人掛（整理i裸学術情報資料掛）〃

五十嵐哲BIS整理課整理掛（教養分館閲覧掛）〃

藤島隆閲覧課参考掛（整理課整理掛）〃

桑野勇次教養分館閲覧掛（整理課受入掛）〃

大友勝美人事課第一給与掛定数運用主任（整理課総務掛庶務主任）〃

林良江整理課受入掛（工学部図書掛）52．5．1

大垣雅子〃整理掛（閲覧課第一運用掛）〃

山下洋一閲覧課第一運用掛（整理課受入掛）〃

横山彰一〃（〃総務掛）〃

油谷和子教三豊分館閲覧掛（〃整理掛）〃

川辺良夫〃（〃総務掛）〃

矢野誠経済学部図書掛（閲覧課第一運用掛）〃

転出

桜庭恒弥室蘭工業大学附属図書館整理係長（整理課受入掛）52．4．1

高砂慶北見工業大学附属図書館整理係長（閲覧課参考掛）〃
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